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⻭周疾患と糖尿病の連携等に関する⾏政事業の実態に関する研究 

 

  分担研究者 安藤 雄一（国立保健医療科学院・生涯健康研究部） 

  研究協力者 井下 英二（滋賀県甲賀保健所） 

 

 

研究要旨 

【目的】全国の地域で展開されている歯周疾患と糖尿病の医科歯科連携事業の内容をよ

りよいものにするため、全国行政歯科技術職連絡会の役員（歯科医師・歯科衛生士

）による意見交換会を開催し、協議を行った。 

【方法】滋賀県で行われた事業が全国の先駆事例と考えられたので、意見交換会では、

この事業内容の紹介と協議を中心とした。その他、参集者の自地域で行われている

事業の紹介等を行った。 

【結果】2010～2013年度にかけて滋賀県で行われた「糖尿病治療における歯科・医科

連携推進モデル事業」では、事業が ①研修会の開催、②検討会（多職種連携会議）

の開催、③ 事業評価委員会の開催、④ 啓発媒体の作成、⑤ 連携状況調査の実施、

により構成され、事業評価は⑤で調査された紹介のあった医療機関数と患者数を評

価指標として行われた。他地域の事業では上述した①～⑤の一部が行われていた。 

【考察・まとめ】歯周病と糖尿病に関する医科歯科連携事業では、滋賀県の事業のよう

に評価指標が明確になっている事例は非常に少ないと思われた。また紹介数の増加

につなげるためには、様々な取り組みが必要であること、また糖尿病特有の問題と

して病識のない人たちが多いため効果的な受診につながりにくい点が挙げられた。 

 

キーワード：歯周疾患、糖尿病、医科歯科連携、行政事業 

 

 

A．研究目的 
 

 近年、糖尿病における医療連携の進展

1,2)、および歯周疾患と糖尿病の関連につ

いての研究成果の進展 3)に伴い、全国の

都道府県等の自治体において歯周疾患と糖

尿病に関する連携事業が行われるようにな

ってきた。 

 これらの事業の内容を吟味することは、

事業をよりよいものにしていくために必要

であるばかりでなく、歯周病と糖尿病の関

連について得られた学術的知見を地域に展

開していく際に役立つと思われる。 

 そこで、本研究では、全国行政歯科技術

職連絡会（通称：行歯会、以下この通称を

用いる）4)の役員を務めている歯科医師・

歯科衛生士等による意見交換会を開催し、

自らの地域で実践している事業の紹介を通
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じた協議を行ったので、その内容について

報告する。 

 

B．研究方法 
 

１．意見交換会の概要 
 

 日時：2014 年 1 月 31 日(金) 

    15:00～16:40 

 会場：オフィス東京 

    （東京都, 中央区 京橋 1-6-8） 

 参加：計 12 名 

  内訳は以下のとおり 

  ・研究班との関係別： 

    本研究班 

     安藤雄一（国立保健医療科学

院・生涯健康研究部） 

     井下英二（滋賀県甲賀保健所） 

    本研究班以外 

     行歯会の役員 10 名 

  ・職種別： 

    歯科医師 9 名、歯科衛生士 3 名 

  ・所属別： 

    都道府県 7 名、市区町村 3 名、

その他 2 名  

 

２．進行 
(1) 滋賀県「糖尿病治療における歯科・医科

連携推進モデル事業」 

  報告（井下）：約 20 分 

  質疑と協議：約 30 分 

(2) その他 

 以下の自治体で行われている事業につい

て報告があり、簡単に質疑・意見交換を行

った。 

  富山県、奈良県、神奈川県、北海道、

東京都葛飾区など 

 

C．研究結果 

 

１．滋賀県の事業（糖尿病・歯周病連携事業）

について 
 滋賀県では 2010（平成 22）～2013

（平成 25）年度にかけて「糖尿病治療に

おける歯科・医科連携推進モデル事業」が

行われ、昨年 12 月 8 日に事業を総括する

シンポジウムが行われた 5)。県庁在籍時

に本事業の立ち上げの企画と実務を担当し

た井下甲賀保健所長より、シンポジウムの

配布資料などを基に事業の報告がなされた。 

 本モデル事業は、 

  ① 研修会の開催 

  ② 検討会（多職種連携会議）の開催 

   ③ 事業評価委員会の開催 

  ④ 啓発媒体の作成 

  ⑤ 連携状況調査の実施 

より構成された。 

 このうち、①と②は「県全域」と「各地

域」（保健所圏域別）の両方で行われ、③

～⑤は「県全域」の事業としてのみ行われ

た。 

 

 事業の評価指標は、患者の紹介＝連携と

捉え、紹介数を「連携数」、紹介を行った

医療機関数を「実施医療機関数」として評

価した。 

 
表 1．連携数集計（医科→歯科、歯科→医科） 
 

 
年度 
 

 

 
医科→歯科 

 
歯科→医科 

 
連携 

数 

 
実施医療 

機関数 

 
連携 

数 

 
実施医療 

機関数 
 

H23 
 

318 
 

28 
 

144 
 

27 
 

H24 
 

313 
 

43 
 

150 
 

32 
 

増減 
 

 

-5 
 

 

15 
 

 

6 
 

 

5 
 

 

 表 1 は、医科から歯科（医科→歯科）
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と歯科から医科（歯科→医科）に関するも

ので、医科から歯科への紹介した医療機関

数は H23 年度の 28 から翌 H24 年度は 43

へと増加した。紹介した件数は同程度であ

った。歯科から医科へ紹介した医療機関数

と紹介した件数は両年度とも同程度であっ

た。「医科→歯科」と「歯科→医科」を比

較すると、「医科→歯科」の紹介数が「歯

科→医科」の 2 倍以上であった。 

 

表 2．連携数集計（会員診療所／病院） 
 

 
年度 
 

 

 
会員診療所 

 
病院 

 
連携 

数 

 
実施医療 

機関数 

 
連携 

数 

 
実施医療 

機関数 
 

H23 
 

122 
 

31 
 

340 
 

15 
 

H24 
 

119 
 

37 
 

344 
 

14 
 

増減 
 

 

-3 
 

 

6 
 

 

4 
 

 

-1 
 

 

 表 2 は、医科・歯科の診療所と病院に

おける紹介件数と実施医療機関数を比較し

たものであり、病院のほうが一医療機関あ

たりの紹介数が多かった。 

 

２．その他の自治体における事業について 
(1) 富山県 

 富山県では、糖尿病対策推進強化事業

7)の一環として糖尿病患者の保健医療提供

連携体制の中に歯科が入っているが、連携

実態は把握されていない。また県内の一地

域で行われている糖尿病新川地域連携クリ

ティカルパス 8)において以前から医療圏

で独自に作っていた糖尿病手帳に歯科が追

加された。 

 また、同県で活用されている資料として

糖尿病重症化予防対策マニュアル 9) と糖

尿病保健指導指針 10)が紹介された。 

 

(2) 奈良県 

 奈良県では、県と市町村が共同して糖尿
病等の重症化を予防する取り組みが「糖尿
病等起因歯周病対策事業」として行われて
いる 11)。本事業では特定健診受診者で糖
尿病等の疑いがあるとされた受診者に対し
て歯科医師による口腔内診査と歯科衛生士
による歯科保健指導を行う。事業は県の保
健担当課と市町村の国保担当課が連携して
実施し、現在、県内の 3 市町で実施され
ているが受診率が低い。なお、本事業とセ
ットで、特定健診受診者で糖尿病等が重傷
で未治療の人たちに受診を働きかける「糖
尿病等治療推進事業」が行われている。 
 

(3) 神奈川県 

 神奈川県では本年度より糖尿病と歯周病
の医科歯科連携事業が開始された。その一
環として連携の現状について歯科医師会と
医師会および会員に対して調査を行ったと
ころ、連携は進んでいない現状が明らかと
なった。これを受けたかたちで県レベルの
関係者会議が先日開催され、懸案に取り組
んでいく予定。 
 

(4) 北海道 

 北海道歯科医師会が(公財)8020 推進財
団の助成を受けて「糖尿病と歯周病に関わ
る 医 科 歯 科 合 同 シ ン ポ ジ ウ ム 」
（2012.3.24）等のイベントが行われ 12)、
その概要について報告があった。 
 
(5) 東京都葛飾区 

 同区の「糖尿病医療連携ツール・運用の
手引き」中で歯周病の定期検査の必要性が
指摘されていること、また区民向け啓発イ
ベントでの取り組み等 13)について報告が
あった。 
 

D．考察およびまとめ 
 

 今回行った意見交換会においてメインと

位置づけた滋賀県の事業は、全国的にみて

糖尿病に関する医科歯科連携では先駆的な

取り組みと思われる。滋賀県では 2011 年
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に作成された「滋賀県糖尿病地域医療連携

指針」14)において、連携事業の評価指標

として、①健診により糖尿病およびその疑

いのある人への医療未受診者対応を行って

いる市町国民健康保険保険者数、②糖尿病

地域医療連携体制（健診後の連携および診

療連携の整備）に向けた検討が行われてい

る圏域数、③糖尿病患者の病診連携をして

いる診療所数、の 3 つが定められている

が、本稿で述べた滋賀県の医科歯科連携事

業では上述したうち③に準じて、患者紹介

を行った医療機関数と紹介患者数が評価指

標と位置づけられている。 

 全国的に、糖尿病に関する医科歯科連携

事業が行われている地域は少なくないと思

われるが、このような数値によって評価さ

れている事業は希有と思われる。実際、今

回の意見交換会で紹介された滋賀県以外の

事例では、そのような評価を行っている地

域はなく、事例を知っているという声も上

がらなかった。 

 今回行った意見交換会は全国を網羅する

ものではないが、参加者は行歯会の役員で

各地域の状況には通じていると考えられる

ので、本会合で紹介された事業は、ある程

度は全国を集約したものと解釈できる。 

  滋賀県の事業では、下記の 5 種類の事

業が系統的に行われていたが、他地域の事

業はこれらのうちどれかが実施されていた

という様相であった。 

  ① 研修会の開催 

  ② 検討会（多職種連携会議）の開催 

   ③ 事業評価委員会の開催 

  ④ 啓発媒体の作成 

  ⑤ 連携状況調査の実施 

 実際に医科歯科連携を進めていくために

は県レベルでの事業をいくら進めても不十

分で、実際に診療に携わる医療機関同士が

顔を合わせることができる地域レベルの会

合が不可欠である。滋賀県の事業では、②

の検討会（多職種連携会議）が 4 年間に

「県全体」で 22 回行われ、「各地域」で

は 2～14 回行われていたが、地域差が大

きかった。 

 なお、今回の滋賀県の事業を通じて得た

糖尿病患者の特徴は、「病識がない」人た

ちが多いという点であった。これに対する

対策・対応は歯科に限ったものではないが、

患者の病識を高めていく対応のなかで、歯

科の重要性を認識し、かつ効果的に実践す

る方法を検討していく必要がある。 
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